


















「社会科における課題解決学習の研究Ｉ日本史の授業を例としてｌ」「昭和四四年度栃木県教員研究奨励研究」（栃木県教育委員会事務局指導課）一九七○年七月「国産政策と百姓一摸Ｉ黒羽藩における幕末 仕法改革ｌ」「栃木史論」九・一○合併号一九七二年一月「芳賀郡上延生村における近世村落の成立とその問題点」 宇都宮女子高等学校研究紀要 一九七三年一月 『芳賀町史通史編近世」（芳賀町）二○○三年三月『明治維新期の民衆運動』（岩田書院 ○○三年三月涙まいち市史通史編四」（今市市）二○○四年三月「栃木県歴史の道調査報告書第一集日光道中・日光道中壬生通り・関宿通り多功道』二○○八年三月「栃木県歴史の道調査報告書第二週日光例弊使道・奥州道中』（栃木県）二○二年三月Ⅱ論文
「黒羽藩の藩政改革」「栃木県史研究』六（県史編纂委員会）一九七三年二月「農村荒廃下における村方地主の存在形態ｌ下野国芳賀郡小貫 万右衛門家の経営を中心にｌ」「栃木県史研究」一○（県史編纂委員会）一九七五年一二月「黒羽藩 「新編物語藩史三（新人物往来社）
一九七六年七月







「鬼怒川上流域における林業地帯の形成」「栃木県史研究』二二一九八一年一二月「史料紹介・「勧農教諭書」上・下巻」『栃木県史研究」二四一九八三年三月「近世後期北関東における林業の発展ｌ鬼怒川上流域の売木人を中心にＩ」北島正元編 近世の支配体制と社会構造」吉川弘文館一九八 年 月「日記・覚書から見た真岡の慶応四年」『真岡市史案内」三一九八四年九月「近世における鬼怒川上流域の筏流し」『徳川林政史研究所紀要昭和六○年度」一九八六年三月
「関東の畑作について」『農書を読む」八
一九八六年九月




「近世村落の年中行事と「休み日」の慣行についてｌ関東農村における「御事」の日の編成を中心にｌ」『国士舘史学」一（国士舘史学会）一九九三年五月「享保の日光社参 公儀御用 編成」「人文学会紀要」二六（国士舘大学文学部）一九九三年一○月「近世中期の村社会の動揺とその再編ｌ小田原藩領西相模地方の地域社会 構造を中心にｌ」 おだわらｌ歴史と文化‐Ｌ八（小田原市）一九九五年二月「尾張家日光予参御用懸の実務記録ｌ将軍吉宗の日光山参詣の舞台裏ｌ」「国士舘史学」三一九九 三「「休日定め」と村の公共性」「木 礎著作集月報四」（名著出版）一九九六年九月「日光領における寛政改革期の農村支配と民衆運動」「人文学会紀要』二九（国士舘大学文学部）
一九九六年一○月
「菊池勇夫著 飢鐘の社会史」」「日本歴史」五八四
一九九七年一月
「相給村の一統寄合機能」『歴史と文化 六（栃木県歴
史文化研究会）一九九七年八月「日光領における維新変革期の民衆運動と民衆意識ｌ地域社会秩序形成期の指導者の生成と民衆運動からの乖離ｌ」『地域社会と近代化シンポジウム会報」四
一九九七年九月
「日光山領における国産国益政策の展開」『人文学 紀要」三二（国士舘大学文学部）一九九九年一二月「日光山領所務定法の成立過程」「国士舘史学」八
二○○○年三月
「無宿人と江戸の治安対策」「歴史読本」七三
二○○一年七月
「旗本宇津家知行所仕法の請負についてｌ報徳仕法の歴史的評価の方法をめぐってｌ」 人文学会紀要四○（国士舘大学文学部）二○○八年三月「二宮尊徳の仕法請負に関する諸問題」「二宮町史研究」五二○○九年二月「近世奥州道中における往還橋梁整備の進展ｌ下野国内の大中河川の渡河方法を中心にｌ」「国士舘史学
6
一四二○一○年三月「二宮尊徳自家再建期の経営についてｌ「全集」収載史料の読み直しｌ」「国士舘人文学」二
二○一二年三月
「「報徳思想」の成立と「若林自脩作文集」について」『国士舘史学』一六二○一二年三月ヨ若林自脩作文集」の翻刻と補注」『国士舘史学」一六二○一二年三月「不退堂聖純著「墾田 序」より見た成立期の報徳思想」「国士舘史学』一七二○一三年三月「二宮尊徳の櫻町仕法と報徳思想の成立ｌ仕法着手の史料論的研究ｌ」「地方 研究」掲載予定
二○一三年一二月
「櫻町仕法の成果と実態ｌ報徳仕法の歴史的意義ｌ」「文書館研究紀要」（栃木県立文書館）掲載予定
二○一四年三月
「仕法永久相続論と報徳思想の成立 関東近世史研究」（関東近世史研究会）掲載予定二○一三年
以上（二○一三年二月末現在）
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